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関関西西言言語語学学会会役役員員名名簿簿 [2023年3月19日現在] 
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大大会会委委員員長長      定延利之 

編編集集委委員員長長  藏藤健雄 

顧顧  問問       影山太郎 郡司隆男 柴谷方良 龍城正明 

 成田義光 仁田義雄 益岡隆志 山梨正明 

 

運運営営委委員員 

有田節子 于 一楽 上田 功 菊田千春 岸本秀樹 金水 敏 

藏藤健雄 黒木邦彦 児玉一宏 定延利之 佐野まさき 澤田 治 

沈 力 瀧田健介 田中真一 田中裕幸 谷口一美 田畑智司 

鄭 聖汝 寺田 寛 中谷健太郎 中野陽子 那須紀夫 西垣内泰介 

長谷部陽一郎 林 宅男 早瀬尚子 坂東美智子 福島一彦 本多 啓 

松井理直 松本マスミ 水口志乃扶 三宅知宏 山本英一 由本陽子 

吉村公宏 米田信子 

  

大大会会委委員員 

有田節子 井元秀剛 于 一楽 大熊富季子 川原功司 金水 敏 

工藤和也 杉浦秀行 杉崎鉱司 杉村美奈 田中真一 鄭 聖汝 

中谷健太郎 西垣内泰介 長谷部陽一郎 藤田耕司 眞野美穂 山本尚子 

由本陽子 

  

編編集集委委員員  

岩田彩志 越智正男 金澤雄介 菊田千春 Jason Ginsburg  

佐々木冠 澤田 治 須藤 潤 田中英理 谷口一美 千田俊太郎 

藤田耕司 松本マスミ 三宅知宏 宮本陽一 祐伯敦史  

 

事事務務局局長長  寺田 寛 

事事務務局局    清田朗裕 

3  ⼤会委員の任期は 1 期を 3 年とし，原則として 2 期 6 年とする。 

4 ⼤会委員⻑，⼤会副委員⻑は，⼤会委員の互選によって選出されるものとする。 

5  ⼤会委員⻑，⼤会副委員⻑の任期は 1 期 3 年とする。 

6  ⼤会副委員⻑は次期⼤会委員⻑を務める。 

 

第 10 条  編集委員会は，KLS Selected Papers の編集ならびに関連する諸業務を担当する。 

2  編集委員は，運営委員会においてKLS会員の中から選出されるものとする。 

3 編集委員の任期は 1 期を 3 年とし，原則として 2 期 6 年とする。 

4  編集委員⻑，編集副委員⻑は，編集委員の互選によって選出されるものとする。 

5  編集委員⻑，編集副委員⻑の任期は 1 期 3 年とする。 

6  編集副委員⻑は次期編集委員⻑を務める。 

 

第 11 条  事務局の構成は，運営委員会において決定されるものとする。 

2  事務局⻑および事務局員の任期は 1 期 3 年とする。 

 

第 12 条  本会の経費は，会員が納⼊する年会費，⼤会参加費，補助⾦，寄付等をもって充て

る。 

2  本会の会計年度は，4 ⽉ 1 ⽇に始まり，翌年 3 ⽉ 31 ⽇に終わるものとする。 

3 本会の予算案および決算書は，事務局によって作成し，運営委員会の議決を経て定 

 めるものとする。 

 

第 13 条  本会則の変更は，運営委員会の議決を経て⾏う。 

 

第 14 条 本会の設⽴年⽉⽇は 1976 年 4 ⽉ 1 ⽇とする。 

附則 1  各役員，委員，事務局の任期は，原則として 4 ⽉ 1 ⽇に始まるものとする。 

附則 2  本会則は，2022年 10 ⽉ 1⽇より適⽤されるものとする。 

附則 3  会員の納⼊する年会費は⼀般会員 6,000 円，学⽣会員 4,000 円とする。 

 

 

2006 年 01 ⽉ 14 ⽇運営委員会決定 

2009 年 10 ⽉ 03 ⽇運営委員会改訂 

2017 年 03 ⽉ 26 ⽇運営委員会改訂 

2018 年 3 ⽉ 29 ⽇運営委員会⼀部改訂 

2022 年 9 ⽉ 24 ⽇運営委員会⼀部改訂 

 

－ 177－



KLS Selected Papers 5 

発行所

印刷所

2023 年6月9日発行 

582-8582 大阪府柏原市旭ヶ丘 4‐698‐1
大阪教育大学教員養成課程  寺田寛研究室内

関西言語学会事務局

E-mail: admin@kls-linguist.com
Homepage: https://kls-linguist.com
162-0801 東京都新宿区山吹町 332-6
株式会社 国際文献社

Tel: 03-6824-9362 

－ 179－


	関西言語学会SelectedPapers5表紙_B5a初校
	関西言語学会SelectedPapers5扉_B5a初校
	5_iii
	5_178
	12_177a
	14_179_責了

